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研究成果の概要（和文）：ヒトの手の働きに着目し、「手づくね」（手仕事）を生かしたさまざま

なアート＆デザインのワークショップ（A&D-WS）を３病院でおこない、その効果を主観評価、

客観評価で分析した。また欧米に比して遅れている病院の療養環境を、アート＆デザインの視

点から改善し QOL を高めていくためのガイドラインを、本研究のまとめとして作成した。 
 
研究成果の概要（英文）：This research is for improving environment of hospitals by art 
& design workshop taking notice of “hand-works”. Various types of workshops have been 
planned and pursued in 3 hospitals and evaluated its effect by subjective and objective 
method. A guideline is finally edited to improve environment and QOL of many hospitals 
by art & design. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 国内外の研究動向 

日本における療養環境整備は、欧米に対し
て大きな遅れをとっており、特にアート＆
デザインの活用に対する社会的ニーズは
高い。 

(2) 研究動向 
患者や医療スタッフの気持ちを癒やし、前
向きな意識を誘発する参加型の能動的ア
ート＆デザインの効果や方法論に対する
研究ストックは乏しい。 

 

２．研究の目的 
(1) プログラムの開発と効果の検証 

｢手づくね｣（手作業）に着目した多様なア
ー ト ＆ デ ザ イ ン の ワ ー ク シ ョ ッ プ
（A&D-WS）（参加、協働による表現体の創
作）を運営し、その効果を、定性的、定量
的に分析、評価する。 

(2) 社会環境の整備 
アート＆デザインを医療施設に導入する
ための社会環境を整備する。 
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３．研究の方法 
(1) 海外、国内の事例収集 

先進的な英国の病院を視察し、その理念や
特質を把握するとともに、国内での実践事
例と比較しながら、今後の方向性を確認す
る。 

(2) 手の働きを把握する実験 
手の動きが、ヒトの精神・身体に及ぼす影
響について、光トポログラフィー装置を用
いて検証する。 

(3) A&D-WSの企画と実践 
患者や医療スタッフが能動的に参加で
き、療養環境改善に効果があると思われ
る A&D-WSを企画、実践し、その効果を
観察等により確認する。 

(4) 能動性に対する効果検証 
受動的 A&D（ハンズオフ）と能動的 A&D
（ハンズオン）がヒトに及ぼす気分の違
いを、POMSを用いて実験検証する。 

(5) データ記録が可能なアートの試作 
能動的アート作品に触れる時の鑑賞者
の気分を定量的に把握するために、ログ
データが記録できるアート作品を試作
する。 

(6) 病院への A&D導入プロセス 
病院新棟建設を計画中の筑波大学附属
病院（「附属病院」と略す）において、「Art 
in Hospital 」というコンセプトのもと
病院関係者や建築担当者と協働して A&D
を導入する課程を記録する。 

 
４．研究成果 
(1) 海外、国内の事例収集 

英国の 10 病院を視察し、その特質を５
カテゴリーにまとめた。①アートを生か
したインテリア、②ストリート化を図る
通路、③ガーデン空間の点在、④色彩計
画の導入、⑤ロビーの整備。 
その結果、海外では、療養環境の整備を、
絵画の展示や植物の配置というような
レベルに止めず、環境を総合的に設えて
いること、さらに日常生活空間に近づけ
る工夫を図っていること、専門のコーデ
ィネータが存在すること等を明らかに
することができた（図１）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

図１．Kentish Town Health Centre 

日本の事例では、一部の大学等がボラン
ティアで A&Dを試験的に実施している状
況に留まっていることも明らかにした。 

  
(2) 手の働きを把握する実験 

光トポグラフィー装置を用いて、「手づ
くね」がどのように精神、身体に影響を
及ぼすのかを測定・分析した。客観的評
価である脳血流計測データ、主観的評価
である作業印象評価及び被験者プロフ
ィールを合わせて分析した（n=20）。 
その結果、手を使う趣味のないグループ
と使う趣味のあるグループ、あるいはタ
スクの違いによって計測チャンネルに
有意差が見られた。また手づくね作業に
特有の反応箇所があることを見いだし
た。加えて、クラスター分析の結果から、
ヘモグロビン量の平均値は手遊びと単
純手づくね、それらの動画鑑賞、手づく
ねの３グループに分けられ、その中で創
造的な思考を働かせる手づくねに特有
の脳反応が見られた。また実際に手を動
かす方が、疑似体験よりも、よりポジテ
ィブな印象が持たれるということがわ
かった（図２）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２． 手を使う趣味の有無とタスクの違いによる

反応部位の差異 

 
 
(3) A&D-WSの企画と実践 

協力関係にある３病院の協力の下、学生
を主体とする多様な手づくねのワーク
ショップを企画、実践し、その効果を確
かめようとした。2003 年から 2011 年ま
での９年間に、附属病院でおこなった 19
の WS と、筑波メディカルセンター病院
を中心におこなった 17 のイベントに見
られる特質を、「参加性」、「交流性」、「相
互刺激性」、「顕示性」、「意外性」の５要
素に分類した。結果として、来院者と学



生がコラボする企画が多かったことが
明らかとなった。これらの活動は、従来
のアートやデザインのように単に展示
されたり提供されたりする受動的な存
在を超えて、表現行為そのものを共有し
評価し合おうとする能動性、主体性、自
律性に重きを置いたものであるといえ
る。 
それぞれの A&D-WS は、企画立案や準備
に多大な時間と労力を要するとともに、
病院の特質として、アンケートや聞き取
り調査がしにくいため、観察による効果
分析のみに頼ることになったが、全体と
して、好意的な評価が多く、否定的な評
価は顕在化しなかったことから、その効
果は高いと考えられる。より精度の高い
評価手法の開発が今後の課題である。 

 
 
 
 
 
 

図３．院内巡回ワークショップ用にデザインされ

たワゴン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４．院内のアートスペースに配置されたスツー

ル。クッションが飛び石のように多様なかた

ちと色にデザインされている 

 
(4) 能動性に対する効果検証 

受動的 A&D（ハンズオフ）と能動的 A&D
（ハンズオン）がヒトに及ぼす気分の違
いについては、POMS を用いた実験を計画、
実行した（図５）。スライド写真（風景
など）を鑑賞するというハンズオフ刺激
によって、「緊張−不安」、「抑うつ−落ち
込み」、「怒り−敵意」、「疲労」、「混乱」
という気分が改善される傾向が見られ
た。さらにその後、自ら描画するという
ハンズオン刺激を加えることで、抑うつ
や怒り、疲労、混乱が低下した状態を保
ちつつ、ハンズオフ刺激で低下していた
「活気」が上昇する傾向が見られた。 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

図５．絵画鑑賞の実験 

 
(5) データ記録が可能なアートの試作 

鑑賞者の操作をログデータとして記録
できるメディアアート作品を制作し、そ
れを附属病院に 11 日間展示し、分析し
たところ、246 通りの操作パターンが採
取できた。このデータの解析方法につい
ては検討中であるが、鑑賞行為を記録化
できる作品が実現できたことは、画期的
な成果であると考える。 

 
(6) 病院への A&D導入プロセス 

2012 年 12 月に開院した附属病院新棟の
新築計画にあたり、その当初より病院側
と連携し、新生児・小児病棟のデザイン
を、医師、看護師、コメディカル等の病
院側スタッフと建築担当者、そして A&D
担当の３者により、推進した。建設計画
時点から A&Dを採り入れるために、その
プロセスは貴重な記録になると考え、そ
のプロセスをまとめた。 
 

(7) ガイドラインの作成 
本研究の概要を、「「手づくね」に着目し
たアート＆デザイン・ワークショップに
よる病院の療養環境改善−ガイドライ
ン」として小冊子にまとめ、発行した。 
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